
名 船 発 掘 く汽船〉

(主要 日)貨 客船、日本郵船所属、2,668絡トン、主機三連成

レシブロ 1基、出力3,955馬力、最高速力 52ノ ット、

旅客定員387人、 92年 横浜船渠建造
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日本いいほ責●融 京を  守 藤ぇ こ 十六浅なゃぇこ

わが国最初の国産砕氷客船

カラフ ト航路で活躍 した

a・ ユ

カ
ラ
フ
ト
航
路
小
史

戦
後
姿
を
消
し
た
日
本
の
商
船
の
船
種
に
、
砕
氷

崎
が
あ
る
。
今
次
大
戦
で
南
カ
ラ
フ
ト

（サ
ハ
リ
ン

南
部
）
を
失

っ
た
結
果
、
冬
季
に
結
氷
す
る
北
方
水

域
で
稼
働
す
る
砕
氷
船
の
出
番
が
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
現
在
で
は
、
わ
ず
か
に
高
極
観
測
船
か
巡

視
船
に
、
そ
の
勇
姿
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
。

南
カ
ラ
フ
ト
が
日
本
領
と
な
っ
た
の
は
、
日
露
戦

争
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
新
領
上
と
内
地

（北
海

道
）
を
結
ぶ
定
期
航
路
の
開
設
が
要
請
さ
れ
た
。
こ

れ
に
こ
た
え
て
最
初
に
北
方
水
域
に
進
出
し
た
の
は
、

日
本
郵
船
で
あ
る
。
日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
直
後
、

邸
船
は
鉄
骨
木
皮
の
貨
客
船

「
問
子
浦
丸
」
を
使
用

し
、
函
館
～
小
樽
～
大
泊

（
コ
ル
サ
ヨ
フ
）
間
の
定

期
航
路
を
開
業
し
た
。
た
だ
し
運
航
は
夏
季
だ
け
で
、

港
が
凍
る
冬
季
に
は
休
航
と
さ
れ
た
。

冬
季
連
航
を
含
む
南
カ
ラ
フ
ト
ヘ
の
本
格
的
な
定

期
航
路
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
四
年
後
の
一
九

〇
九

（明
治
四
十
二
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
商

船
は
こ
の
年
、
わ
が
国
最
初
の
砕
氷
貨
客
船

「大
證

丸
」
を
北
方
水
域
に
投
入
し
、
小
樽
を
起
点
に
カ
ラ

フ
ト
西
海
岸
と
束
海
岸
を
北
上
す
る
ユ
本
の
定
期
航

路
を
開
設
し
た
。
「大
趙
丸
」
は
も
と
も
と
、
大
阪
商

船
が
中
国
航
路
用
に
建
造
し
た
船
で
あ
る
が
、
日
露

戦
争
中
に
陸
軍
軍
用
船
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
北
の
海

で
な
働
し
た
。
そ
の
際
、
船
首
の
外
側
に
、
鉄
か
ぶ



と
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
砕
氷
船
首
を
取
り
付
け
、
急

造
の
砕
氷
船
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
南
カ
ラ
フ
ト
の
行
政
は
軍
か
ら
樺
太
庁

に
移
さ
れ
、
基
幹
航
路
は
樺
太
庁
の
命
令
航
路
と
な

っ
た
。
明
治
末
年
の
時
点
で
、
樺
太
庁
命
令
航
路
は

合
計
十
本
。
数
は
多
い
が
、
冬
場
も
通
し
て
遷
航
さ

れ
た
の
は

「大
溝
丸
」
の
航
路
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
個
人
船
主
を
含
む
中
小
船
会
社
も
こ
の

水
域
に
参
入
し
、
互
い
に
競
合
し
て
経
営
難
に
陥
っ

た
。
こ
の
た
め
大
正
初
年
に
、
大
阪
商
船
を
軸
に
発

足
し
た
新
会
社
北
日
本
汽
船
に
統
合
さ
れ
、
大
阪
商

船
も
船
ぐ
る
み
、
航
路
を
新
会
社
に
譲
渡
し
た
。

さ
ら
に
、
大
正
末
年
に
は
日
本
郵
船
も
、
近
海
郵

船
の
設
立
に
と
も
な
っ
て
北
方
航
路
の
運
航
を
同
社

に
ゆ
だ
ね
、
以
後
、
カ
ラ
フ
ト
水
域
は
、
商
船
系
の

北
日
本
汽
船
が
リ
ー
ド
し
、
郵
船
系
の
近
海
郵
船
が

こ
れ
を
追
う
か
た
ち
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

初

の
国
産
砕
氷
客
船

の
誕
生

航
路
網
形
成
で
お
く
れ
を
と
っ
た
郵
船
だ
が
、
就

航
船
に
関
し
て
は
、
郵
船
系
の
方
に
見
る
べ
き
船
が

何
隻
か
あ
る
。
「大
植
丸
」を
含
め
中
国
航
路
か
ら
の

転
用
船
が
目
立
つ
北
日
本
汽
船
フ
リ
ー
ト
に
対
し
、

郵
船
は
明
治
末
年
に
、
本
場
ロ
シ
ア
か
ら
購
入
し
た

砕
氷
賀
客
船

「弘
前
丸
」
と
姉
妹
船

「上
川
丸
」
を

カ
ラ
フ
ト
航
路
に
張
り
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
日
本
汽
船
の
航
路
網
は
、
不
凍
港
の
多
い
西
海

岸
方
面
が
主
体
で
あ
り
、
小
樽
を
起
点
に
西
海
岸
ヘ

直
航
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
郵
船
の
カ
ラ
フ
ト
航
路

は
、
結
氷
す
る
大
泊
を
拠
点
と
し
て
い
た
た
め
、
専

用
の
砕
氷
船
を
必
要
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
郵
船
フ
リ
ー
ト
の
中
で
も
と
く
に
注
目

す
べ
き
船
は
、
大
正
の
半
ば
に
北
方
水
域
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
日
本
最
初
の
国
産
砕
氷
貨
客
船

「千
歳
丸
」

（ち
と
せ
ま
る
）
で
あ
る
。

「千
歳
丸
」
は
、
逓
信
省
命
令
航
路
で
あ
る
函
館
～

真
岡

（ホ
ル
ム
ス
ク
）
航
路
用
客
船
と
し
て
横
浜
船

渠
で
誕
生
し
た
。
横
浜
船
渠
は
の
ち
に
、
日
本
海
運

史
上
最
大
の
砕
氷
貨
客
船

「高
島
丸
」、稚
泊
連
絡
船

「宗
谷
丸
」
と
い
っ
た
高
名
な
枠
氷
船
と
世
に
送
っ

て
い
る
が
、
そ
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
上
台
と
な
っ
た

の
は

「千
歳
丸
」
の
建
造
経
験
で
あ
っ
た
。

竣
工
後
間
も
な
く
前
述
の
よ
う
に
近
海
郵
船
が
設

立
さ
れ
た
た
め
、
「千
歳
丸
」
は
郵
船
か
ら
同
社
に
移

籍
、
引
き
続
き
函
館
～
真
岡
航
路
に
就
航
し
た
。
昭

和
初
年
の
旅
行
案
内
を
見
る
と
、
こ
の
航
路
の
ル
ー

ト
は
、
夏
季
は
函
館
～
小
樽
～
大
泊
～
真
岡
、
冬
季

は
小
繕
～
大
泊
の
み
、
と
な
っ
て
い
る
。

大
海
原

へ
吼
え
る
よ
う
な
汽
笛

の
響
き

北
方
水
域
に
張
り
付
い
て
い
た
船
に
は
、
大
平
洋

戦
争
の
戦
火
を
か
い
く
ぐ
っ
て
戦
後
ま
で
生
き
延
び

た
も
の
が
多
い
が
、
開
戦
前
に
再
び
郵
船
に
戻
っ
た

「千
歳
丸
」
も
、
そ
の
幸
運
な

一
隻
だ
っ
た
。

戦
後
、
引
揚
船
と
し
て
稼
働
し
た
の
ち
、
し
ば
ら

く
北
海
道
～
阪
神
航
路
に
就
航
。　
一
九
五
二

（昭
和

二
十
七
）
年
に
は
、
郵
船
新
設
の
沖
縄
航
路
の
定
期

貨
客
船
と
な
り
、氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
北
方
航
路
か
ら
、

サ
ン
ゴ
礁
に
彩
ら
れ
た
南
の
海
へ
転
じ
た
。

五
年
後
、
今
度
は
岡
田
組
に
身
売
り
し
、
サ
ル
ベ

ー
ジ
船
に
変
身
。　
一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
に

解
体
売
却
さ
れ
、
四
十
年
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

私
事
に
わ
た
る
が
、
筆
者
は
中
学
三
年
の
春
、
船

好
き
の
友
連
数
人
と
、
北
海
道
～
阪
神
航
路
時
代
の

「千
歳
丸
」
に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
か
ら
名

古
屋
ま
で
一
泊
二
日
の
区
間
乗
船
で
あ
っ
た
が
、
筆

者
に
と
っ
て
、
レ
シ
プ
ロ
船
の
乗
船
体
験
は
こ
の
と

き
だ
け
で
あ
り
、
実
に
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

切
り
上
が
っ
た
砕
氷
型
船
首
、
木
を
主
体
と
し
た

重
厚
な
イ
ン
テ
リ
ア
の
ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン
と
喫
煙

室
、
精
巧
な
木
彫
が
施
さ
れ
た
階
段
手
す
り
、
躍
動

感
あ
ぶ
れ
る
レ
シ
プ
ロ
機
関
の
ク
ラ
ン
ク
、
酷
熱
の

石
炭
焚
き
等
々
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
多
い

が
、
と
く
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
大
海
原
へ
吼
え

る
よ
う
な

「千
歳
丸
」
の
汽
笛
で
あ
る
。

濃
霧
が
多
発
す
る
北
方
水
域
で
は
、
こ
う
し
た
ほ

音
大
音
響
の
汽
笛
が
必
須
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

響
き
は
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
つ
つ
濃
霧
に
閉
ざ
さ
れ
た

北
の
海
を
航
行
す
る
カ
ラ
フ
ト
航
路
時
代
の

「千
歳

丸
」
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
今
も
な
お

筆
者
の
耳
に
残
っ
て
い
る
。
　
　
　
山
田
　
廻
生


